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令和５年度万田小学校【２回目】学校評価アンケート集計結果 

荒尾市立万田小学校 校長 北岡 誉久 

先日ご協力いただきました、２回目の学校評価アンケートありがとうございました。昨年
度から２回の学校評価を実施することとしましたので、前回及び今回の結果を基に、来年度
の教育活動に反映させて参ります。（1回目結果：黒太線、2回目結果：色ぬり部分） 
※グラフは、各質問項目において「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を合わせた数値となっていますの
で、低い項目は「どちらかといえばそう思わない」「思わない」「わからない」の数値が高いことを意味します。 

【保護者による評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1回目 2回目

問1 万田小は、本年度の教育目標「誰もが活躍し、子供が自立できる学校」に向けた取組ができていると思いますか。 93.4% 93.9%

問2 お子さんは、主体性（指示がなくても率先して取り組もうとする姿）が身に付いていると思いますか。 71.0% 75.3%

問3 お子さんは、協働性（仲間と対話を通じて高めようとする姿）が身に付いていると思いますか。 88.7% 86.9%

問4 お子さんは、自律性（自分で決めたことに責任ある行動をする姿）が身に付いていると思いますか。 72.5% 75.9%

問5 お子さんは、「学習内容がわかる」と言っていますか。 79.5% 82.0%

問6 お子さんは、宿題や家庭学習を工夫して取り組んでいますか。 62.7% 65.6%

問7 お子さんは、メディアの時間（スマホやテレビ、ゲームなど）をコントロールする力が身に付いていると思いますか。 40.0% 65.6%

問8 あなたは、自分からお子さんに対して、明るく元気なあいさつをすることができていますか。 90.4% 87.5%

問9 お子さんは、楽しく学校に通うことができていますか。 96.4% 96.2%

問10 お子さんは、いじめを許さないなどの人権意識が育っていると思われますか。 94.6% 93.7%

問11 お子さんは、約束やきまり（家庭内・学校内・交通ルール等）を守った生活ができていますか。 88.6% 88.4%

問12 お子さんは、生活リズム（早寝・早起き・朝ご飯）の習慣が身に付いていますか。 82.0% 75.4%

問13 お子さんは、地域とのつながり（地域での行事や活動等）を通して、地域への愛着が身についていると思いますか。 60.1% 53.1%

問14 万田小は、お子さんの良さを伸ばすために、学校運営協議会や地域人材を活用した取組に力を入れていると思いますか。 82.2% 86.8%

問15 万田小は、いじめや差別をなくために、人権教育や心の教育に力を入れていると思いますか。 88.5% 92.1%

問16 万田小は、学力を伸ばすために授業や個別指導などを工夫して行っていると思いますか。 87.3% 90.5%

問17 万田小は、体力や健康面を考えた取組を工夫して行っていると思いますか。 82.5% 86.3%

問18 万田小は、「学校だより・ホームページ・学級通信・安心メール等」で、学校や学級の様子を適切に伝えていると思いますか。 98.5% 91.1%

問19 万田小は、職員の働き方改革に向けた業務改善ができていると思いますか。 88.0% 81.0%
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【学校教育目標に関する内容 問１～問４】 
○ 学校教育目標に向けた本校の取組に関して、７月時よりも高くなっています。引き続

き取組を進めていきたいと思います。 
○ また、子供たちに身につけてほしい３つの資質・能力の内（主体性・自律性）に関し

て、いずれも前回から肯定的評価の割合が伸びています。子供さんの様子からそれら
の伸びを感じ取っていただいていることを嬉しく思います。 

▲ しかし、協働性（仲間と対話を通じて高めようとする姿）については、前回よりも「下
がっていますし、主体性（指示がなくても率先して取り組もうとする姿）と自律性（自
分が決めたことに責任をもって取り組む姿）については、いまだに８０％を下回って
います。この後の問６や問７にも関連してくる項目ですので、学校だけでなくご家庭
とも連携を図って取り組んでいきたいと思います。 

【学習に関する内容 問５～問６】 

○ 学習内容がわかると言っているご家庭が多く、前回よりも 2.5 ポイント上がっている
ことは大変うれしく思います。しかし、１８％は、「学習内容が分かっていない」と回
答をしていることを忘れてはならないと思っています。誰一人取り残さない学びの保
障を行うために、子供たちが「わかる・できる」と感じられるように、放課後学習な
どを活用して定着を図っていきたいと思います。 

▲ 宿題や家庭学習については、前回よりも高まってはいますが、依然 7 割に満たないこ
とからも、今年取り組んできた、自ら取り組みたくなるような「自主学習ノート」など
にも力を入れていきたいと思います。 

【子供さんの様子や家庭生活及び地域とのつながりに関する内容 問７～問１３】 
○ 「楽しく学校に通っている」「いじめを許さないなどの人権意識が育っている」という

項目が９０％を超えていました。しかしながら、数％でもその逆の意見があることの

重みを大切にしたいと思います。子供たちにとって、学校が安心・安全な居場所とな
っていることを各学級だけでなく、組織的に継続させていきます。 

▲「生活リズムの習慣が身についている」といった項目において、前回よりもかなり下が 
っています。早寝・早起き・朝ごはんは、学校生活を送る上でも重要ですので、各家庭 
での取組をよろしくお願いします。 

▲ 問４にも通じる「メディアコントロール」に関しては、前回よりも 20ポイント近くあ
がっていることに感謝いたします。しかし、依然 70％未満にとどまっています。この
点については、学校運営協議会でも話題になり、子供とのメディア機器を持たせる際
のルールなどに関して、アンケートを取ってみてはどうかといった意見も出ました。 

▲ 地域とのつながりを通じた地域への愛着については、本年度、児童会も様々な地域行
事に積極的に参加してきました。また、地域貢献を意識した取組（学童クラブでの読

み聞かせ、荒尾駅前の花壇での花植え、万田坑ガイドや万田坑のリーフレット作成な
ど）高学年を中心に子供からの提案で実現してきています。 

【万田小の取組に関する内容 問１４～問１９】 
○ 問 14～問 17 までの項目は、いずれも前回より高くなっていました。引き続き、取組

を続けていきたいと思います。 
▲ 問 18については、本年度から学級・学年通信、学校だより、学校 HPに加えて学校用

インスタも導入し、できるだけタイムリーにお伝えしてきたつもりでしたが、下がっ
てしまいました。学校や子供たちの様子はしっかりと伝えていきたいと思います。 

▲ 問 19 の質問は、働き方改革を通じて職員が心身ともに健康であることが、何より質
の高い教育につながります。全国的に教職員の不足が大きな課題となっており、本校
も２名不足しています。（来年度は、管内でも担任を置けない学校が増えると言われて

います。）勤務時間内に仕事を終わらせるようにするためにも、日課の変更を含めた業
務改善を図ることは必要不可欠となっています。ご理解並びにご協力をお願いします。 
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【児童による評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1回目 2回目

問1 本年度のキーワード「みんながかつやく！一歩前進」に向けた取組ができていると思いますか。 92.7% 94.5%

問2 主体性（指示がなくても率先して取り組もうとする）が身に付いていると思いますか。 84.4% 86.5%

問3 協働性（仲間と対話を通じて高めようとする）が身に付いていると思いますか。 93.5% 91.4%

問4 自律性（自分で決めたことに責任ある行動をする）が身に付いていると思いますか。 82.9% 82.7%

問5 学校の授業（学習内容）はわかりますか。 92.3% 92.8%

問6 宿題や家庭学習を工夫してがんばっていますか。 88.0% 91.4%

問7 メディアの時間（スマホやテレビ、ゲームなど）をコントロールする力が身に付いていると思いますか。 76.7% 72.3%

問8 自分から家庭内や地域で明るく元気なあいさつをすることができていますか。 90.2% 88.5%

問9 楽しく学校に通うことができていますか。 92.6% 93.7%

問10 友達をからかったり、いじめたりすることを許さない心が身についていますか。 91.0% 92.2%

問11 学校や家、地域（公園など）での約束やきまり（交通ルールも）を守った生活ができていますか。 94.7% 96.8%

問12 生活リズム（早寝・早起き・朝ご飯）は守れていますか。 83.6% 81.8%

問13 地域とのつながり（地域での行事や活動等）を通して、万田小学校区や荒尾市のことを大切にしたいと思いますか。 97.5% 96.8%

問14 地域の人たちと一緒に学習や活動をすることは楽しいですか。 94.1% 94.2%

問15 いじめや差別をなくために、道徳や人権集会で学んだことをいかして生活していますか。 91.6% 95.4%

問16 自分の学力をのばすためにせっきょくてきに授業に参加したり、家庭学習に取り組んだりしていますか。 91.7% 90.1%

問17 体力の向上や健康面を考えた生活をおくっていますか。 91.3% 89.6%

問18 学校だよりや学級通信、ホームページを読んだり、おうちの人と話題にしたりしていますか。 73.4% 76.5%
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【学校教育目標に関する内容 問１～問４】 

○ ７月と比較すると若干ポイントは下がっているものの、学校教育目標に向けた取組や

３つの資質・能力（主体性・協働性）が身についていることを肯定的に捉えている子

供は依然高い水準であることは、大変喜ばしいと思います。 

▲ 教育活動において、自ら考え・自ら決めたことをやり遂げる経験を積ませていきたい

と思います。児童会のリーダーと学校運営協議会の話し合いでは、この点についても

子供たちから意見が出てくるなど課題意識は高まっています。具体的なアンケートを

取るといった提案も出ていましたので、是非取り入れていきたいと思います。 

【学習に関する内容 問５～問６】 

○ 「授業（学習内容）がわかる」と答えている子供は、今回も９割が肯定的に答えてい

ました。誰一人取り残さない学びの保障を全職員で引き続き取り組んでいきます。 

▲ 「家庭学習を工夫してがんばる」ことは、子供たちが主体的に取り組めるような課題

（自主学習ノートへの取組等）を引き続き増やしていきたいと思います。 

【生活及び自分自身のことに関する内容 問７～問１２】 

○ 「楽しく学校に通うことができる」という項目について、今回も９０％を超す肯定的

な回答は、喜ばしい結果でした。しかし、残り１０％の子供たちの存在を忘れず、誰

一人取り残さない安心・安全な学校づくりを進めていきたいと思います。 

○ 「友達をからかったり、いじめたりすることを許さない心が身についていますか。」と

いう問いに対して、９０％を超える肯定的な回答があり、意識の高さを大変うれしく

思います。この意識の高さに満足することなく、全ての子供たちがいじめにつながる

言動にいち早く気づき、絶対に許さないという実践行動につなげられるように、今後

も粘り強く人権教育を進めていきます。 

▲ メディア時間をコントロールすることについては、７月の結果と比べて下がっていま

した。この点に関しましては、各家庭での取組が必要なことですので、情報モラルを

含めて、ＰＴＡとも連携を考えていかなければならないと思います。先日の学校運営

協議会の中で、児童会リーダーの意見として「物理的に電源等を切る･絶つことで、親

子の会話時間を増やす」といった提案も出ていました。 

【地域とのつながりや学んだことを生かそうとすることに関する内容 問１３～問１７】 

○ 今回も「問１３や問１４」の回答は９０％を超えています。全学年で地域人材や高校

生・大学生の活用を通した地域学校協働活動に取り組んでいることや、児童会からの

提案による地域イベントへの参加が増えたことも要因の一つと考えています。各学年

では、積極的に地域の教育力を導入していることなどから、地域愛が醸成されている

と考えられます。この状況を保護者にも伝わるようにするとともに、今後も積極的に

地域とのかかわりを大切にしていきます。 

【学校からのお知らせを家族と共有することに関する内容 問１８】 

▲ 児童会リーダーの提案には「親子で話せるような記事を掲載する」「アンケートを取る」

「時間割と分けて発行する」「子供に記事の内容を考えさせる」といった子供目線の提

案もありました。親子で読めるような紙面作りやタブレット配信によりカラーで読め

るようにするといったことも考えていきたいと思います。 
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【学校運営協議会委員による評価】 

 

 

1回目 2回目

問1 あなたは、本年度の教育目標「誰もが活躍し、子供が自立できる学校」に向けた取組を提案又は実践されていますか。 100.0% 92.9%

問2 あなたは、子供たちの主体性（指示がなくても率先して取り組もうとする姿）を意識した取組を提案又は実践されていますか。 100.0% 92.9%

問3 あなたは、子供たちの協働性（仲間と対話を通して高めようとする姿）を意識した取組を提案又は実践されていますか。 100.0% 92.9%

問4 あなたは、子供たちの自律性（自分で決めたことに責任ある行動をする姿）を意識した取組を提案又は実践されていますか。 100.0% 92.9%

問5 あなたは、自分から進んで登下校など地域において、子供たちに明るく元気なあいさつをすることができていますか。 90.0% 78.6%

問6 あなたは、子供たちに対して、いじめを許さないなどの人権意識を育てる言葉かけなどをしていますか。 90.0% 85.7%

問7 あなたは、子供たちが約束やきまり（地域における交通ルールや帰宅時刻、公園などでの遊び方等）を守るような声かけや取組をしていますか 80.0% 92.9%

問8 あなたは、子供たちの生活リズム（早寝・早起き・朝ご飯）の習慣が身に付くように、家庭への声かけや啓発等の提案又は実践をされていますか。 40.0% 71.4%

問9 あなたは、子供たちに対して、地域とのつながり（地域での行事や活動等）を通して、地域への愛着を身につける提案又は実践をされていますか。 90.0% 85.7%

問10 万田小は、子供たちの良さを伸ばすために、学校運営協議会や地域人材を活用した取組に力を入れていると思いますか。 100.0% 100.0%

問11 万田小は、いじめや差別をなくすために、人権教育や心の教育に力を入れていると思いますか。 100.0% 85.7%

問12 万田小は、学力を伸ばすために授業や個別指導などを工夫して行っていると思いますか。 100.0% 92.3%

問13 万田小は、体力や健康面を考えた取組を工夫して行っていると思いますか。 100.0% 92.3%

問14 万田小は、学校や学級の様子及びお知らせ（学校だより・ホームページ・学級通信・インスタグラム・安心メール等で）を適切に伝えていると思いますか。 100.0% 100.0%

問15 万田小の働き方改革に向けた業務改善について、提案又は実践をされていますか。 80.0% 85.7%

問8問9
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【学校教育目標に関する内容 問１～問４】 

○ 教育目標の実現や子供たちに身につけほしい３つの資質・能力（主体性・協働性・自

律性）を意識した取組の提案や実践については、微減していますが、依然高い評価と

なっています。学校運営を担っていただく一員として、学校運営協議会の中でのご発

言や様々な場面で意識されていることに感謝します。今後も引き続きよろしくお願い

します。 

 

【子供たちへの生活や規範意識、地域愛の育成に関する内容 問５～問９】 

○ 交通ルールを守るための声かけの項目が高まっています。子供が育つ学校づくりの運 

営者としての意識と実践が反映されていることが見て取れます。 

▲ 前回同様、「生活リズム」に関する各家庭への声かけや啓発については、本校の大きな

課題の一つでもあり、学校運営協議会でも今後話題にした上で、PTA等とも連携方策を

探っていく必要があると思います。 

▲ 子供たちへの「あいさつ」が下がっています。子供たちと出会う機会が少なかったこ

とも要因の一つかもしれません。今後も、行事等に限らず、いつでも学校にお越しい

ただき、子供たちと顔の見える関係を深めていただけるようにしたいと思います。 

 

【万田小の教育活動に関する内容 問１０～問１５】 

○ 全体的には高い評価をしていただいています。本年度の学校運営協議会の中でも、子

供たちとの熟議や、第１回目の学校評価から浮かび上がった課題について積極的に話

し合いをしていただきました。今後も学校運営協議会では、学校運営をともに進めて

いくために、学校教育目標の実現に必要な取組や課題を常に共有し、熟議を重ねてい

きたいと思います。そして、子供が自立する（子供が育つ）ために必要なことを出し

合い、検証していけるようにしていきます。 

○ 「学校からの情報発信」につきましても、前回に引き続き高い評価をいただきました。

学校だよりやＨＰなどを通して、情報発信に取り組んでまいります。 

○ 本校の人権教育や学力向上の取組についても高い評価をいただきましたが、今後も学

校の様子をいつでも参観していただけるようにお知らせしてまいりますので、いつで

も遠慮なく学校に足を運んでいただきたいと思います。 

▲ 本校の人権教育や学力向上の取組についても若干の低下となりました。学校の様子を 

お伝えしていくとともに、いつでも参観していただけるようにお知らせしてまいりま 

すので、いつでも遠慮なく学校に足を運んでいただきたいと思います。 

▲ 本校の働き方改革について、提案をいただく機会が少なかったのは、今後の反省点だ 

と思っています。学校運営協議会の中で、こうしたことへの議論を図る場も確保して 

いきたいと思います。本校教育目標を実現させていくためにも、職員が心身ともに健 

康であることが不可欠です。今後も業務改善、校務改革を進めて参りますので、各委 

員のお立場から提案や提言をいただきたいと思います。 

 さらに、保護者への啓発についてもアイデア等があればよろしくお願いします。 
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【教職員による評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1回目 2回目

問1 あなたは、本年度の教育目標「誰もが活躍し、子供が自立できる学校」に向けた取組ができていますか。 95.5% 95.7%

問2 あなたは、主体性（指示がなくても率先して取り組もうとする姿）を意識して教育活動に取り組んでいますか。 90.9% 95.7%

問3 あなたは、協働性（仲間と対話を通じて高めようとする姿）を意識して教育活動に取り組んでいますか。 100.0% 100.0%

問4 あなたは、自律性（自分で決めたことに責任ある行動をする姿）を意識して教育活動に取り組んでいますか。 95.5% 95.7%

問5 子供たちは、「学習内容がわかる」と思っていますか。 81.0% 95.7%

問6 子供たちが、工夫して取り組める宿題や家庭学習を出していますか。 84.2% 90.9%

問7 あなたは、自分から子供たちに対して、明るく元気なあいさつをすることができていますか。 86.4% 100.0%

問8 あなたは、いじめを許さないなどの人権意識を育てる指導や取組をしていますか。 100.0% 95.7%

問9 あなたは、子供たちが、約束やきまり（家庭内・学校内・交通ルール等）を守るような指導や取組をしていますか。 90.9% 95.7%

問10 あなたは、子供たちが、生活リズム（早寝・早起き・朝ご飯）の習慣を身に付けるような声かけをしていますか。 77.3% 82.6%

問11 子供たちは、地域とのつながり（地域での行事や活動等）を通して、地域への愛着が身についていると思いますか。 81.8% 91.3%

問12 あなたは、子供たちの良さを伸ばすために、学校運営協議会（コミュニティ・スクール）や地域人材を活用した取組に力を入れていますか。 72.7% 87.0%

問13 あなたは、子供たちの学力を伸ばすために、授業や個別指導などを工夫して行っていますか。 100.0% 100.0%

問14 あなたは、子供たちの体力や健康面を考えた取組を工夫して行っていますか。 77.3% 78.3%

問15 あなたは、学級や子供たちの様子及びお知らせを適切に伝えていますか。 90.5% 100.0%

問16 あなたは、働き方改革に向けた業務改善ができていますか。 59.1% 73.9%

95.7%95.7%
問9
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【学校教育目標に関する内容 問１～問４】 

○ ４つの項目とも向上しています。学校教育目標や身につけてほしい３つの資質・能力

（主体性・協働性・自律性）を常に意識して取り組んでいることがわかります。 

【学習に関する内容 問５～問６】 

○ 問５「子供たちは『学習内容がわかる』と思っているか」については、７月時点から 

約 15ポイントの向上が見られました。授業や習熟の時間を通して手応えを感じている 

のではないかと思えます。 

○ 問６「子供たちが工夫して取り組める宿題や家庭学習」については、昨年度から学校 

全体で自主学習への取組を始め、少しずつ定着してきました。今後も全員に統一した課 

題を課す宿題だけでなく、自ら課題意識をもって取り組むようにすることで、生涯学び 

続ける素地を身に付けさせていきたいと思います。 

【子供たちの生活等に関する内容 問７～問１０】 

▼ 問８「いじめを許さない」といった人権意識の点は、高水準ながらも下がっています。 

いかなる理由があっても、「いじめや差別は許されない行為」であり「いじめや差別を 

する側に責任があること」を念頭におき、日々の教育活動において、子供たちにも伝え 

ていくようにしていきます。 

【地域とのつながりや連携に関する内容 問１１～問１２】 

 ○ 前回子供たちの評価と大きく乖離していた問１１「地域への愛着」に関して、職員の

意識も高い結果となりました。総合的な学習の時間や生活科、他の教科等でも地域との

連携を数多く取り組んできた手応えを感じているのだと思われます。 

 ○ 学校運営協議会における子供たちからの提案もあり、多くの地域人材に活動の補助等

を依頼しているところです。今後も「人は人のシャワーを浴びて人になる」を合言葉に、

全校で地域人材活用を進めていき、地域愛・郷土愛の高い子供たちが増えることを願っ

ています。 

 ▲ 学校運営協議会から「職員に対して、あいさつを気軽に交わせる直接的なコミュニケ

ーション向上への提言」がありました。地域人材の協力も含め、多くの方が来校される

際、私たちもコミュニケーションを積極的に取ることを心がけていきたいと思います。 

【教職員自身の取組に関する内容 問１３～問１６】 

○ 予測不能な未来社会を担っていく子供たちには、これまでのような受け身になる授業

ではなく、自分たちで授業を創り上げる「子供主体の授業」に変わらなければなりま

せん。本校では、荒尾市が進める「あらおベーシック」の授業スタイルを全校で取り

組んでおり、着実に授業が変わってきていると言えます。 

▼ 働き方改革については、自ら意識することも大切だと思っています。数値的には上が 

ってきました。しかし、子供たちに向き合う時間を確保するだけでなく、職員が心身と 

もに健康であることが、子供たちに対する教育的愛情も高まると考えています。今後も 

学校･家庭･地域･行政における役割分担を整理しながら、業務改善を進めていきます。 

なお、働き方改革により、職員のプライベートな時間を確保することは、教育の質を 

向上させるとともに、魅力ある仕事となって、喫緊の課題である教師不足解消にもつな 

がります。 


